
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 西九州大学短期大学部 
設置者名 学校法人永原学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

地域生活支援学科 
夜 ・

通信 
2  

27 29 7  

幼児保育学科 
夜 ・

通信 
26 28 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ウェブサイトで公表 
https://www.nisikyu-

u.ac.jp/junior_college/information/categorylist/faculty/101/c/143/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

該当なし 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 西九州大学短期大学部 
設置者名 学校法人永原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学園ウェブサイトで公表 

 URL https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

峰 悦男 

峰公認会計士・税理士事

務所 

公認会計士・税理士 

H29.9.1～ 

R2.8.31 
会計監査 

非常勤 

大川 正二郎 

大川・永尾法律事務所 

弁護士 

H29.9.1～ 

R2.8.31 
コンプライアンス 

（備考） 

上記 2名の他、産学官連携担当の理事（民間企業アドバイザー）を 1名配置 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 西九州大学短期大学部 

設置者名 学校法人永原学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

毎年、年度末に「学生による授業評価」「相互授業参観」「GPA」等の結果をもと

に、各授業科目において授業方法・授業内容・到達目標・成績評価の方法や基準

等について、課題と成果を振り返り、課題解決に向けた手立てを検討した上で、

次年度のシラバスを作成している。 

作成したシラバスについては、シラバスチェック担当教員で内容を確認後、本

学のポータルサイトにおいて公表している。 

・シラバス作成のための FD 研修会（１０月下旬） 

・シラバスの作成方法及、教育に関する基本方針及びシラバスガイドラインの

説明 

→シラバスの作成依頼（１１月下旬）→シラバス作成（１１月下旬～１月） 

→シラバスのチェック担当者（教務委員会にて各学科二名を選出）がシラバス

の内容を確認（内容に不備がある場合は差戻）し、確定する。 

→シラバスの公表（３月下旬） 

授業計画書の公表方法 
本学ウェブサイトで公表 

http://er.nisikyu-u.ac.jp/ABU0300/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学における学修成果は全学共通並びに各学科・コース別の学位授与の方針に

則り、「学修到達目標に基づく評価（学修到達度）」と「学修到達目標」目標に設定

されたルーブリック（学修成果の自己評価）の双方向から「機関レベル」と「各学

科・コースの教育課程レベル」の二つのレベルに分け、学修到達目標に沿って実

施している。 

・「機関レベルの学習到達目標」→カリキュラム外の課外学習や自己の任意の学

習経験等を含めた在学期間中の学習成果。 

・「各学科及びコースの教育課程レベルの学修到達目標」→全学共通の汎用的能

力要素と各学科及びコースの専門的能力要素による学習成果。 

本学の教員は、学生の受講態度、試験等の成績、学生による授業評価アンケート

の結果等から多角的、総合的に学修成果を評価している。また、教育用及び学生

支援のためのイントラネットシステムとして固有のアカウントで管理されたポー

タルサイトを整備し、学生の履修の状況等をリアルタイムで確認できるようにし

たり、教員と学生の双方向のコミュニケーションを可能にしたりすることで、き

め細かな履修の認定に努めている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、教育の質の向上・学修成果の可視化を目指し、平成１６年度より GPA

（Grade Point Average）システムを導入しすべての学生に対し公表している。実

施当初は年度毎による把握のみ可能だったが、平成２７年度より学期毎の GPA 集

計が可能となり、より細かな指導につなげている。また、教員が学修成果のルー

ブリック分布を把握しながら授業改善につなぐと共に、個々の学生も「①授業理

解のレベル」「②実際の成績」「③学習到達度」を自己評価しながら学修成果の向

上に生かせるようにしている。 

・GPA 値は、各科目 GP（５段階）に授業科目の単位数に数をかけ、その総和を

履修登録した科目総単位数で割って算出している。 

・GPA 値は、各学期ごとの成績発表時に、個人ポータルサイトにて確認すること

ができる。 

・GPA 値は卒業や進級等の規準とすると共に、各種免許取得、学外実習指導、奨

学金貸与等においての資料としても活用している。 

・成績の分布状況は、科目ごとに本学ウェブサイトにて公表している（履修人

数 5 名以下の科目については、個人が特定される可能性があるため公表しな

い）。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-

u.ac.jp/junior_college/information/categorylist/facu

lty/101/c/138/ 

（Campus Life Handbook 2019 P44～P45） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定及び学位授与の方針は、「機関レベル」と「各学科・コースの教育課程

レベル」の二つのレベルのそれぞれに設け、学修到達目標との整合性を図ってい

る。「機関レベル」についてはディプロマポリシー（学位授与方針）として公表し

ている。また、「各学科・コースの教育課程レベル」における卒業の要件、成績評

価の規準、主要な資格取得の要件については、それぞれ学則第３０条（卒業の要

件）、第２５条（学習の評価）、第３２条（資格の取得）に規定すると共に、要件・

基準を与える教育課程上の教育科目は全て、学修到達目標と明確に関連付けてい

る。方針をはじめとするこれらの要件・基準についてはその他の資格要件を含め

て、全学生に配布する「Campus Life Handbook」に明記するほか本学のウェブサ

イトでも公表している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-

u.ac.jp/nagahara/info/pdf/basicpolicy05.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 西九州大学短期大学部 

設置者名 学校法人永原学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 
財産目録 https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 
事業報告書 https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 
監事による監査報告（書） https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-

u.ac.jp/junior_college/information/detail/i/543/faculty/101/forward/1 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage05.pdf 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage06.pdf） 

（概要） 

西九州大学グループは「地域大学の理念」に基づいて、地域で活躍できる専門職業人を

養成すること目的としています。本学は、建学の精神に基づいて、社会人としての教養を

授けるとともに、専門の学術を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成するこ

とを目的としています（学則第 1 条）。本学科においては、地域生活の支援を目的に、食

と栄養・介護と福祉・多文化と国際化の 3 コースに関する専門知識と技能を持って地域に

貢献できる人材の養成と、その教育研究活動を行っています（学則第 3条第 3項）。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage06.pdf） 

（概要） 

本学は全体の学位授与方針を置き、共通の到達目標（Ⅰ主体的・自立的に行動できる確

かな人間力、Ⅱ教養ある専門職業人としての基礎力、Ⅲ社会人としての汎用的能力、Ⅳ地

域生活を支援し創造する力）を具体的に定めています。本学科 3 コースのそれぞれには、

卒業に必要な力を 3 項目にまとめています。このうち 2 項目はコース共通の要件として、

1 項目はコースの専門分野に対する要件としています。これらの項目は、学修成果（学修到

達目標）に接続しており、卒業に必要な要件を具体的に示しています。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

 https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage06.pdf） 

（概要） 

本学は教育課程に関する編成、運営、成績評価、そして学修成果の評価・改善の方針を

置いています。本学科の教育課程は、コース共通の「いのち」・「くらし」・「人生」の 3

分野の枠組みを体系化している。本学科３コースには、それぞれ 3 項目の方針を設けてい

ます。このうち 2 項目はコース共通の要件として、1 項目はコースの専門分野に対する要

件としています。教育課程に関する方針は、学修成果（学修到達目標）に基づいて実施さ

れており、学位授与の方針と接続するものとなっている。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage06.pdf） 

（概要） 

本学は、各学科の特性に応じた適切な方法で多様な入学者選抜を実施し、大学教育を受

けるにふさわしい能力・適性等を多面的・総合的かつ公正に評価し、選抜することを受入

れ方針として置いています。本学科３コースには、それぞれにコース教育に対する志向性、

適正・学力・意欲について、基本的な要件と、専門職業教育に対して 4 項目にまとめてい

ます。 

 

 

 

 

学部等名 幼児保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ウェブサイトで公表 



  

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage05.pdf 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage03.pdf） 

（概要） 

幼児保育学科では、教育・保育に関する豊富な知識と高い技術をもち、それらを活かし

た教育・保育実践ができる保育者の養成を目指しています。保育者に求められる豊かな人

間性の育成にも力を入れています。これらの目標の達成に向けて、教員は各自の専門分野

を中心とした研究活動に励み、その成果を教育活動に還元しています。また、授業評価ア

ンケートなどを活用しながら、継続的に授業改善に取り組んでいます。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage03.pdf） 

（概要） 

 厳格な成績評価を行い、所定の単位を修め、以下の能力を備えた学生に卒業を認定し、

短期大学士の学位を授与します。 

そのため、幼児保育学科では、①学んだ知識や技能を活用して、課題を解決する力、②

社会生活に必要なコミュニケーション能力や思考力・判断力、③他者と協調しながら行動

し、教育・保育を通して社会に貢献できる力、④保育者としての知識と技術を活用して、

教育・保育活動を実践できる力、の４つの能力を身につけることが求められます。さらに、

上記の 4 つの能力をベースとして、表現・音楽コースでは自己を表現する力と最後まであ

きらめず目標を達成する力を、心理・環境コースでは他者に共感する力と経験から学ぶ力

を備えることも必要です。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage03.pdf） 

（概要） 

 幼児保育学科では、質の高い保育者を養成するために必要なカリキュラムを編成します。 

そのための方針として、①教育・保育分野に限定せず、幅広い視野と豊かな人間性の育

成につながる多様な科目を用意すること、②教育・保育に関する専門的知識および技能を

体系的に学べること、③表現・音楽コースと心理・環境コースを設け、学生の目的意識や

興味・関心を活かした科目を用意すること、④1年生と 2年生の交流による「学び合い」の

機会を豊富に設けることを重視しています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ウェブサイト 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/j_collage03.pdf） 

（概要） 

 幼児保育学科では、将来、保育所・幼稚園・福祉施設などで活躍する保育者の育成を目

指しています。 

そのため、教育・保育に必要な基礎的学力・体力・コミュニケーション力を備えている

必要があります。そのうえで、①思いやりの気持ちを持って、他者（子どもを含む）と主

体的にかかわることができる、②豊富なボランティア・インターンシップ経験を持ってい

る、③自分の体験を振り返り、次に活かすことができる、といった能力、意欲、態度を持

った学生を受け入れることを基本方針とします。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/about/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

地域生活支援学科 － 2 人 3 人 3 人 3 人 1 人 12 人 

幼児保育学科 － 3 人 3 人 5 人 0 人 0 人 11 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1 人 59 人 60 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学ウェブサイトで公表 

http://er.nisikyu-u.ac.jp/DYU0220/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

地域生活支援

学科 100 人 69 人 69％ 200 人 142 人 71％ 0 人 0 人 

幼児保育学科 90 人 86 人 95％ 180 人 181 人 100％ 0 人 0 人 

合計 190 人 155 人 81％ 380 人 323 人 85％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

地域生活支援

学科 

62 人 

（100％） 

4 人 

（  6％） 

52 人 

（ 84％） 

6 人 

（ 10％） 

幼児保育学科 
91 人 

（100％） 

1 人 

（  1％） 

89 人 

（ 98％） 

1 人 

（  1％） 

合計 
153 人 

（100％） 

5 人 

（  3％） 

141 人 

（ 92％） 

7 人 

（  5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

毎年、年度末に「学生による授業評価」「相互授業参観」「GPA」等の結果をもとに、各授

業科目において授業方法・授業内容・到達目標・成績評価の方法や基準等について、課題と成

果を振り返り、課題解決に向けた手立てを検討した上で、次年度のシラバスを作成している。 

作成したシラバスについては、シラバスチェック担当教員で内容を確認後、本学のポータルサ

イトにおいて公表している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

卒業認定及び学位授与の方針は、「機関レベル」と「各学科・コースの教育課程レベル」の

二つのレベルのそれぞれに設け、学修到達目標との整合性を図っている。「機関レベル」につ

いてはディプロマポリシー（学位授与方針）として公表している。また、「各学科・コースの

教育課程レベル」における卒業の要件、成績評価の規準、主要な資格取得の要件については、

それぞれ学則第３０条（卒業の要件）、第２５条（学習の評価）、第３２条（資格の取得）に

規定すると共に、要件・基準を与える教育課程上の教育科目は全て、学修到達目標と明確に関

連付けている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
地域生活支援学科 62 単位 有・無 単位 

幼児保育学科 62 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/info/pdf/info02.pdf 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

地域生活

支援学科 
650,000 円 200,000 円 250,000 円  

幼児保育

学科 
650,000 円 200,000 円 240,000 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

修学に係わる支援においては、クラス担任制、チューター制、オフィスアワーを導入し、

きめ細かい対応をしています。教員は、授業だけでなく、日常を通して学生一人ひとりを十

分に把握しており、履修指導のほか、修学に係る生活面への指導・支援を、各課連携を図り

ながら実施し、必要に応じて保護者とも連絡をとり、卒業に向けた体制作りを行っていま

す。また、学習の到達目標と成績評価をより明確にし、個々の適切な履修計画と学習意欲の

向上を目指し GPA 制度を導入、学期末の学習指導に活用しています。GPA は、修学・履修指

導、成績優秀者への表彰、奨学金選考等に活用しています。 

学生自らが修学の状況を振り返るためのツールとしては、ポートフォリオが整備されてい

ます。これにより、修学および学生生活の自己管理と分析、自己評価の文章化による自己表

現、学修目標と行動の設定、教科担当教員との双方向コミュニケーション等が可能となって

います。ポートフォリオは、①修学支援ポートフォリオ ②キャリアポートフォリオ ③学

修ポートフォリオから成り立っています。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

1 年次の 4月より就職支援講座（自己分析、社会人基礎力、ビジネスマナー、履歴書・自

己紹介書の書き方など）を正規の授業時間内で開講しています。また、求人情報を学生ポー

タルサイトで公開し、在学生がいつでもスマートフォンやパソコンから閲覧ができるように

しています。その他、就職活動の進め方、履歴書の添削、模擬試験、合同就職説明会の情報

発信など、就職活動に関わる総合的な支援を行っています。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の抱えている多様な問題や悩みを出来るだけ早期に解決へ導き、学生生活を円滑に、

意欲的に続けていくことが出来るように、担任の先生や学生相談室のカウンセラーが、悩み

についての相談に応じています。また、学生相談室では、年 2 回の「ＵＰＩテスト」（精神

的健康度調査）を実施し、フォローが必要な学生への対応を行っています。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ウェブサイトで公表 

https://www.nisikyu-u.ac.jp/nagahara/about/ 

 

 

 

 

  


